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I－5　混牧時におげる和牛，乳牛，馬の行動について※

青木晋平1加藤正信1春本 直1武田 祥（畜産学研究室）

Sh1mpe1A0KI，Masanobu　KAT0，Tad－ash1HARUM0T0，Shyo　TAKEDA

　　Pl〕ys1o1og1ca1and－Eco1og1ca1Stud．1es　on　the　Grazmg　Catt1e

　I－5　Grazmg　Behav1ors　of　Japanese　B1ack　Breed．of　Catt1e

　　　（Wagyu），Crossbrea　of　Hoitein　Cow　ana　Crossbrea　of

　　　　　Arab　Mare　when　graze吐on　the　same　Pasture

　　　　　　　緒　　　　　言

　自然牧野および改良牧野における放牧和牛（1黒毛和

種）の行動については，群および個体別，ならびに，年

令および子付の有無別に調査をおこない，その結果につ
　　　　　（工）（2）（3）（4）

いては既に発表した．
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　今回は，自然牧野での混牧時における和牛（黒毛和種

成雌牛），乳牛（ホルスタイン種系雌牛），馬（アラブ系

雑種成雌馬1）の行動について調査をおこなったので，そ

の結果について報告する．

　　　　　放牧地の概況と調査方法
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Fig．／　Map　of　Sasagamine　past肚age
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　なお，この研究は，昭和3ア年度文部省科学研究費（各鰯研究）に

　よつて行なつたものである．
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Table I . Meteorological data 

Air temperature 
Date Relative 

Time of humidity Weather 
max. m in. 

observation 
Aug. oc oc 

o
,
~
 

25 29. 5 16.5 noon 64 fme to cloudy, sometimes rainy at night 

24 29. 5 15.5 6.CO p.m 95 cloudy to rainy 

25 50 . O 15.5 noon 70 fine to cloudy 

26 19. O 16.5 noon 95 heavy ram and strong wind 
27 57. c 15.5 6.00 pm 74 calm. fine 

28 55 . 5 15. O n o on 89 f ine 

29 27.0 17.c noon 78 cloudy to rainy 

5c 57. o 15.5 noon 69 cloudy to fine 

51 25 . c 9.5 6.0C a m 92 f in e 

Table 2 Ti,me spent in each behavior, frequency of excretlon salt licks 

and distance walked on the pasture 

Wa g yu 
as Pb 

of 

1 2 5 4 mean 24hrs 

Holstein heifer 
as pb 

of 

1 2 5 mean 24hrs 

Mare 

1 2 5 

a Q r).l 
as'. o 
of 

4 maan 24hrs 

Time Spent (min.) 
Gr a z in g 40 1 46c 524 540 481 55.4 551 557 656 574 59. 9 829 82 1 999 924 895 62 , c 

Ruminating 187 549 457 465 4c6 28.2 455 408 457 44 o 50. 5 

Lying 295 102 194 505 224 15.5 254 177 185 1 99 15.8 65 146 5c 68 77 5.4 

Standing 420 202 241 62 ~'.51 16.1 114 224 115 1 50 10.4 447 527 552 565 572 25. 9 

Migrating 87 10 29 29 59 2.7 58 44 ~4 59 2.7 52 1 08 57 074 65 4.5 

Loa fing 60 117 15 45 59 4.1 70 50 -15 6-8 2.7 47 58 2
 

( J~::5 

55 2.4 

Frequency of: 

Def ecation 5,c 7.0 5,015.0 7.0 4,07.0 8.0 6.5 8.0 5.c li.O 8.c 7.5 

Urination 2.0 2.0 4.c 2 c 2.5 4.0 8.c 11.0 7.7 2.0 7.0 6.0 7.0 5.5 
D r inl **-(; 2.c 4.c 1.0 1.0 2, c 1.0 5.0 1.c 1.7 1 .c 2.c 1.c 2.c 1.5 

Salt lick 1
 
.O o.c 2 o o O 0.8 c.O c.c '1.0 0.5 4.0 2.0 4.0 1.0 2.8 

Distance walked 4 4 5.8 4.5 4.4 4.5 6.1 7.5 5.6 5. 7 15 C 11.4 11.8 14.2 ･Io~.1 
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　調査時の放牧家畜の種類および頭数は，黒毛和種雌牛

108頭，褐毛和種雌牛25頭，ホルスタイン種系雌牛36

頭，アラブ系雑種雌馬11頭，計／80頭であった。

　放牧期間は6月／0日から10月3／日までで，放牧認容頭

数は約250頭である。

　これらの放牧家畜の中から，調査対象家畜として，黒

毛和種（／才～4才），ホルスタイン種系（／才～2才），

アラブ系雑種馬（5才～10才）各4頭を任意に選んだ。

　ただし，ホルスタイン種系4頭中／頭は，調査途中で

発病したため，調査から除外した。調査期間は，1％2年

8月23日から同年8月31日に至る9日間である。調査項
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
目嶋は反すうを除く）および方法は，前報のとおりで

ある．なお，調査期間中の気象条件を示せば，第1表の

とおりである．

　　　　　　調査結果および考察

各家畜の，24時問当り行動形別所要時問，ならびに，

同時間当り平均排糞，排尿，飲水，舐塩回数および歩行

距離を，各家畜および個体別に一括表示すれば、第2表

のとおりである。

　第2表に基づき，各家畜別に，各行動形の1昼夜間に

占めた時問の差異について，おもなものから検討を加え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
てみたい。なお，記載上の略号はすべて前報のとおりと

し，各家畜の呼称は，便宜上，和牛（黒毛和種），乳牛

（ホルスタイン種系），馬（アラブ系雑種）とする。

1．採食時間（G．t）について

　第2表によれば，24時問当り平均G．t．の最も長いの

は馬で，次いで乳牛，和牛の順になっている。特に，馬

のG．t．は長く，24時間中，採食に費される時間の割合

は62％を示し，和牛，乳牛に比べ，採食活動は全く旺盛

である．

　G．t．の日周変化の状態を，各家畜別に図示すれば，

第2図のとおりである．

　同図によれば，和牛，乳牛の示すG．t．の日周変化は、．

Tab1e3．Percentage　of　grazing，stand．ing，1ying　ti皿e　for　d．ay　and　at　night

Wa g yu Holstein heifer Mare 

Grazing Standing Lying Grazing Stand i,ng Lying Grazing Standing Lying 

Mln. .(~b Min. o.lb Mm. .o.,b M i n. ol' l'o Mm. q~ Min. o.)ol Mm oo Mm. .qb Mm o. ' ' Io 

Day 327 68.c 195 84.4 105 46.0 456 79.4 125 85.5 64 52.2 571 65.9 26c 7c.o 5 4.0 

Night 154 52.0 ~6 15.6 121 54.c 118 2c.6 25 16.7 155 67.8 522 ~6 . 1 112 5c.O 74 96.0 

Total for 
24 hrs. 481 51.4 251 24.7 224 25 . 9 574 62.2 15c 18.2 199 19.6 895 66 . 5 572 27.7 77 5.8 

Tab1e4．Percentage　of　mmmatmg　t1皿e　for　d－ay　and－at　mg1ht

W" a g y u, Holstein heifer 

Wa g yu Standing Lying Standing 

M in . ob Min. qb M in . o.~, M in . ol'b 
Day 92 5c.9 99 91 . 7 17 6.9 169 87 . 1 
N ight 206 69 . 1 9 8.5 229 95 . 1 25 12 . 9 
Total for 24 hrs. 298 75 . 4 1 c8 26 . 6 246 55 . 9 194 44. 1 

Tab1e5　Number　of　re皿ast1cat1on　per　m1nu－te

Wagyu Ho1stein　heifer

／　　　2　　　3　　　　4　　mean 2　　　3　　mean

Standing

Lying

Tota1aYe．

55，8　　　74，4　　　63，6

55，2　　　73，2　　　63，0

55，5　　　73，8　　　63．3

71，4　　　66，3

73，8　　　66，3

72，6　　　66．3

79，2　　7／．4　　　70，8　　73，8

85．8．　　75，0　　　75，6　　　78，8

82．5　　　　ア3，2　　　　73，2　　　　76．3
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Fig．2　H1stgram　showmg　the　grazmg　and．rum1

　　　　nat1ng　t1me　for24hou．rs1n　each　an1ma1

ほぼ類似の傾向を示し，いずれも朝（5～8時），夕（／8

～20時）2回，採食率80％以上の激しい採食期が認めら

れるが，馬は，この時期以外に，午前（8～9時），午後

（16～／8時），夜問（22～23時，24～／時1）の各期に，

80％以上の高い採食率が認められ，前2者に比し，連続

的に採食する状態が示されている．

　G．t．の昼（5～20），夜（20～5時）別に占められる

割合は，第3表に示すとおりで，いずれの家畜において

も，昼問＞夜間で，全G．t．の64～80％が昼間に占めら

れている．

　以上，各家畜の採食活動について，その大要を述べて

きたが，当初，混牧によって生ずるかも知れないと考え

ていた採食活動に対する各家畜間の相互干渉は，ほと

んど認められなかった．観察の結果によると，和牛，乳

牛の採食時における行動範囲には，判然とした区分は認

められなかったが，馬は，両者と別に行動することが多

かった．前述の，採食時問の日周変化とも併せ考える

と，牛，馬間に，採食習性上の差異が存在するのではな

いかと思われる．また，馬のG．t．が長く，採食のため

の行動距酬が大で，しかも集団性の高かったことは，他

の家畜に比べて，馬の放牧性（Gra畑g　character）が

高いことを示している．相互干渉がほとんど認められな

かったのは，馬の放牧頭数が少なく，かつ放牧地の面積
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F193　H1stgram　show1皿g　the　stand－mg　and．1ymg

　　　t1me　for24hours1n　each　an1ma1

が広かったことにもよるであろう．三村氏は，乳牛とめ

ん羊の混牧時における相互干渉の状態を調査し，放牧地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
の面積が挟い場合に相互丁渉が化じやすいと報告してい

る．

2．反すう時間（Ru．tl）について

　第2表に示されているとおり，24時間当りRu．t．の平

均値は，和牛の方が乳牛より若干少なくなっている．こ

れは同表にも示されているとおり，和牛の中の1頭が極

端に少ないRu．t．を示したためであ．る。

　日周変化については，第／図に示されているとおり，

G，t．の場合と同様，両者問に大差が認められなかった．

　Rutの昼夜別の比較を，庁立（Standmg），横臥
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　：（tyin9）の両形に分けて表示すると第4表のとおりで

串る一

　　同表によれば∴Ru．t．の昼夜別に占められる割合は，

　和牛，乳牛とも，夜間＞昼問であったが，その差は少な

　かった。また，両者とも言横臥形は夜間に多く，仔立形

　は昼間に多く認められた。

　　反すう時の再咀曙回数を，横臥および仔立形別に，／

　分間当りの数値で示ナと，第5表のとおりである．

　　和牛，乳牛とも個体差がかなりあるが，平均値では，

　乳牛の方が和牛より若干多かった。

　3。休息時間（Re．t）について

　　第3表によれば，各家畜の24時間当りの平均Re．t．

　（Standmg　t1lme＋Lymg　t1皿e）は，和牛455分，乳

　ヰ349分；馬449分で，和ヰ，馬に比べて，乳牛が若干少

　ない。行立，横臥別にみると，和牛では両者の割合がほ

　ぼ等しいが，乳牛では横臥形，馬では仔立形での休息時

　問が多くなっている．また，両形の昼夜別割合は，3者

　とも什立形は昼間に多く（ア0～84．4％），横臥形は夜問

　に多い（54～％石）。和牛，乳牛では，昼夜別に占める

　両形の割合は類似していたが，馬では，夜間に占められ

　る横臥形の割合が，他の2者にくらべて多かった．

　　Re．t．の日周変化を，家畜別および横臥，什立形別に

　図示すると，第3図のとおりである。

　　同図によれば，Re．t．が認められる時刻は，3者と

　も，8～／6時と2／～6時の間である．このうち，8～／6

　時の休息は，いずれも，牧場内の一定の地区（寄せ場）

　で認められた．また，寄せ場での家畜の集合状態にはラ

第12号A農学（1％3）

　　一定の型が認められ，常に馬を中心にしてその外側に和

　　牛が位置し，最外側に乳牛が位置していた．すなわち，

　　アブ・ノ、エの襲来を防ぐ最良の位置素馬が占め・それ

　　幸中心叩牛・乳牛と位置し下いたζ辛は・単噸習上

　　？ことのみとして1辛看遇できず；みか牟によれば，3者

　　間め勢力関係を示すものとも考えられ，興味深い。

　　4∵移動時間（M．t．）と妨僅時間（L◎．t）について

　　　第2表に示されているとおり，24時間当りのM．t．は，

　　烏が最も多く，L0．t．は，和牛が一番多かった。しか

　　し，いずれの屠合も，24時間当りに占める両者の割合は

　　2．4～4．3％で，わずかにすぎない．

　　　M．t．とLo，t．の日周変化の様相を家畜別に図示する

　　と，．第4図のとおりである。

　　　同図によれば，移動の比較的多く認められるのは，採

　　食中（／7～20時，5～9時）で，その他ヂ寄せ場や寝場

　　所↑の移動に伴なうものが多牟った．和牛と馬では，深

　　夜の移動が若干認められる。Lo．t．は，採食活動の前後

　　と，寄せ場内でのものがおもで，その他，採食後二寝場所

　　へ落ち着くまでの問にも若干認められた。和牛，乳牛に

　　比べて・馬の移動興甲は特に広範であ’り・ヰた・駆け足

　　などの急速な移動がしぽしば認めちれた。

　　　以上，各家畜のおもな行動について，特長的な様相を

　　述べてきたが，24時間当りおよび昼間夜間別に占められ

　　た各行動形の割合を図示すると，第5図のとおりであ

　　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M　ig．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and
　　　　　　　　　　　Gr．　　　　　　Rumi．　　　　Rest．　　Loa．
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5．排糞，排尿，飲水および舐塩回数について

　第2表に示されているとおり、各家畜の24時問当り平

均排糞，飲水回数は，3者ともほぼ類似した数値を示し
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ている。これに対して，排尿回数は，和牛が他の2者に

比して少なく，・馬の覇塩回数は逆に多い．和牛の排尿回

数が少なかった理由は明確ではないが，馬の舐塩回数の

多かったことは，採食時間と関連し，体内における無機

成分の平衡維持の．ための，年理的要求に基づくものでは

ないかと考えられる．

6　歩行距離について

　第2表に示されているとおρ・‘各家畜の24時問当り平

均歩行距離の長短は，採食時間の多寡にほぼ平行してお

り，馬，乳牛，和牛の順になっている。特に，馬の歩行三トl1

距難は大きく，和牛，乳牛の2倍以上であった．　∴二二てプ

　　　　　　　　摘　　　　　要

　混牧時における和牛（黒毛和種），乳牛（ホルスタィ

ン種系），馬（1アラブ系雑種）の行動を明らかにする目

的でこの調査を行なった．各種行動形について，24時間

連続観察を行なった結果の大要はつぎのとおりである．

なお，以下に示されている各行動形別の所要時間は，い

ずれも24時間当りの平均値である．

　／．採食時間は，和牛481分，乳牛574分，馬893分で，

昼夜間別割合は，いずれも昼間＞夜問であった．夜間の

採食割合は馬が最も大きかった。

　2．反すう時間は，和牛406分，乳牛440分で，昼衡旧

別割合は，いずれも，夜問＞昼間であった．

　3．休息時間は，和牛455分，乳牛349分，馬449分で，

3者とも，休息中の横臥割合は夜問＞昼問，庁立割合は

昼間＞夜間であった．

　4一移動デ彼僅の合計時問は・和牛98分・乳牛77分・．

馬99分でジ日岬雫化の様相は㍉各家畜とも類似レてい．

た。

　5・排糞・徴水回数は各家畜とも類似してギたが・＝咋

尿同数は和牛が少なく，舐塩回数は馬が多かった。

　6．歩行距離は，和牛4，278km，乳年5，668k血，一馬

／3，091kmで，馬の歩行距離が特に大きかった。

　7．混牧による相互干渉は，ほとんど認められなかっ
’た。
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S盟㎜醐駆y

　The　graz1㎎behav1ors　of　Japanese　B1ack　Breed　o童Catt1e（Wagyu），crossbred　of　Ho1ste1n

Cow　and．crossbred．of　Arab　Mare　have　been　stud1ed．when　grazed　on　the　sa皿e　pasture

　The　fol1ow1ng　three　groups　were　used．　4　Japanese　B1ack　Breed・of　Catt1e（／2－24：months

oId），3Crossbred．of　Ho1stein　Heifers（／2－24mon曲s　o1d・）and－4Crossbred　of　Arab　lMares

（5－／0years　o1d）一

　The　constant　obse壬vation　皿ethod　for24　hours　was　ad－opted　for　these　investigtions　in

August25t◎3／，／％2．

　The　resu1ts　obat1ned．are　summar1zed．as　fo11ows

　／　Graz1n9廿皿e　on　pasture　for24hours　was48i皿1mtes　on　the　aYerage　per　head1n

Japanese　B1ack　Breed．of　Catt1e，　574　1m1nutes　1n　Crossbred1of　Ho1ste1n　He1fe1s　and・893

mユnutes　1n　Crossbred　of　Arab　Mares，respect1ve1y　　The　grazmg　t1皿e　m　d．ay　t11me　was

1onger　than　that　at　n1ght1n　a11groups　and・the　grazmg　t1皿e　of　Crossbred・of　Arab　＝Mares

at　night　was　the1ongest　co皿pared－with　other　gro日ps・

　2　Rum1natmg　t1m．e　on　pasture　for24hours　was406m1nutes　on　t＝he　average　per　bead・m

Japanese　B1ack　Breed　of　Catt1e，440m．mutes　1n　Crossbred・of　Ho1ste1n　He迷er，respect1ve1yl

and．the　rat1o　of　ru㎜matmg　t1伽e　at　n1ght　was　Longer　than　that　m　d－ay－t1me
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5 . Resting time on pasture for~ 24 h~)u;r~ was ~ 455 miriutes on the average per head iji 

Japanese Black Breed of Cattle, 549 minutes in Cros;sbred. of Holstein Cow artd 449 rtrinutes 

in Crossbred of Arab Mare, respec'tiverly. The ratio of lying time at night was longer than 

that in day time and the ratio of standing time in day time was long~er than that at night 

in all groups 

4 . The total time spent 'in migrating and loafing on pasture for 24 hours was 98 minutes 

on the average per head in Japanese Black Breed of Cattle, 77 minutes in Crossbred of 

Holstein Heifer and 99 minutes in Crossbred of Arab Mare, respectively, and the variation 

of diurnal rhythm in them showed similarity. 

5 . The frequency of defecatiorL and drinking per head per da-y showed similarity but the 

frequency of urination and salt lick showed variation in each groups 

6 . The distance walked on pasture per head for 24 hours was 4 . 278 km on the average irL 

Black Breed of Cattle, 5 . 668 km in Cr_ossbred of Holstein Heifer and 1~.C91 km in Crossbred 

of Arab Mare, respectively 

7 . The interaction among every groups was scarcely recognized on pasture 


